
             

 

 

高等部を卒業したらどのような進路がまっているのでしょうか。             

大きく分けると、福祉施設の利用、一般就労、進学などが考えられます。 

 

 

 

福祉施設を利用する場合、自分が利用したい（保護者が利用させたい）サービスを提供している施

設を適切に選ぶことが大切です。 

 

地域生活支援事業：創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流等を行います。 

 

生活介護：常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、創作

的活動又は生産活動の機会を提供します。 

 

就労継続支援Ａ型・Ｂ型：一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識

及び能力の向上のために必用な訓練を行います。二つのタイプの事業所

があります。 

 

Ｂ型：雇用契約を結ばず、利用者が比較的自由に働くことができる「非雇用型」 

Ａ型：雇用契約を結び、原則として最低賃金を保障する「雇用型」 

 

就労移行支援：一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上

のために必要な訓練を行います。 

 

＊この他、幾つかのサービスを併設している多機能型の施設もあります。 

 

 

 

  

一般就労先の業種としては、製造業、運輸業、医療・福祉、卸売・

小売業、サービス業、農業等があります。作業種（内容）としては、

部品組み立て、調理補助・清掃、仕分け、梱包、介護補助などです。 

また様々な制度（トライアル雇用、ジョブコーチ制度等）を活用

して一般就労をすることも可能です。  

 

 

卒業後は・・・ 

福祉施設の利用 

就職（一般就労） 


